
昭和61年度日本気象学会総会議事録

日時昭和61年5月22日（木）13時00分～14時00分

場．所東京都干代田区大手町1－3－4気象庁講堂
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開会の辞

議長選出

理事長挨拶

各賞受賞者選定経過報告

学会賞授与

藤原賞授与

昭和60年度事業経過報告

昭和60年度会計決算報告

昭和60年度監査報告

昭和61年度事業計画案，予算案審議

名誉会員の推薦

その他

閉会の辞

出席者数

　出席者　　186名

　委任状　　656名

　　計　　　842名

　1．開　会

　花房理事から定款第38条による総会成立に必要な出席

者数698名（通常会員現在数3，488名の5分の1），うち

委任状によらない出席者140名（通常会員の25分の1）

が満たされているので総会は成立するとして，開会が告

げられた．

　2．議長選出

　花房理事が議長選出は出席会員の互選によるが，慣例

にしたがい大会委員長の浅井冨雄会員を推薦したいと諮

ったところ，満場一致で承認され，同会員が議長に選出

された．

　3．議長挨拶

　浅井議長から，ご指名により議長をつとめさせていた

だくのでご協力をお願いする旨の挨拶があった．

4．理事長挨拶

　山元理事長から概要次のような挨拶があった．

　（1）会員数の動向については理事会においても関心を

　　もって取り組んできた．昨年と比較すると4月1日

　　現在の会員数が3，488名で約30名の微減にとどまっ

　　たことを報告し，会員の協力によるものと感謝す

　　る．

1986年8月

（2〉昭和59年度総会で承認された会費値上げは昭和60

　年度より年度を通して学会運営に反映されることに

　なるので，その点を中心としてふりかえってみた

　い．

　ア．機関誌の充実

　　　天気，気象集誌ともに増頁をして内容の充実を

　　はかってきた．

　イ．事務体制の強化

　　　事務の機械化については昨年パーソナルコンピ

　　ュータ（PC－9801VM4等）を導入し，ソフトウ

　　ェア及びデータの整備に努めている．

　ウ．国際学術交流の促進

　　0り　中国気象学会代表団の訪日

　　　　一昨年日本気象学会代表団が訪中したのに引

　　　き続き，昨年（昭和60年10月17日～31日）は中

　　　国気象学会代表団5名が訪日し，札幌，東京，

　　　筑波，名古屋，京都を訪問するとともに，大阪

　　　での秋季大会に参加し，友好を深めた．

　　“）IAMAP，85

　　　　昨年・・ワィで開催されたIAMAF85総会に

　　　出席した4名の会員に対して補助を行った．

　　（ウ）　国際学術交流基金

　　　　事業費からの基金への繰り入れに加え，会員

　　　の協力もあり，基金が300万円に達した．

　　＠　支部活動の強化

（3）昨年インド気象学会からインド長期予報100年記

　念セミナーの後援依頼があった．日本気象学会はキ

　ーノートスピーカー2名を派遣し，これに応えるこ

　ととした．

（4）WMO／IUGG主催の短期・中期数値予報国際シ

　ンポジウムが8月4日～8日まで気象庁において開

　催されるが，日本気象学会はこれを後援し，特にシ

　ンポジウムのプ・シーディングスを気象集誌の特別

　号として刊行（62年度）する準備を進めている．

（5）国際学術交流を一層盛んにするために基金を増額

　させることを目的に，会員有志からの募金を実施し

　たい．さらに，これをもとに広く基金への協力依頼

　を行うことを考えでいる．

（6）昭和60年11月3日，和達清夫名誉会員が文化勲章

　を受章された．これは日本気象学会全会員の名誉と

　考え，祝意を表する次第である．
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　（7）　日本気象学会に特に功労のあった3名の会員を名

　　誉会員に推薦したいと考えている．本日議題として

　　提案するのでよろしく審議願いたい．

　（8）国際計画として中層大気観測計画いわゆるMAP

　　計画が終了し，それに引き続いて近くWCRP（気

　　候変動国際協同研究計画）が発足するものと思われ

　　る．一般の気象学への関心が高められるので，会員

　　増に対する一層の協力をお願いする．

　5．各賞受賞者選定経過報告

　（1）　日本気象学会賞の受賞者選定の経過及びその理由

　　について広田担当理事から報告があった．

　（2）藤原賞の受賞者選定の経過及ぴその理由について

　　広田担当理事から報告があった．

　6．日本気象学会賞の授与

　山元理事長から次の会員に賞状，賞牌，賞金が授与さ

れた．

　o村上勝人会員（気象研究所）

　o安成哲三会員（筑波大学）

　　「熱帯域における大規模循環の変動に関する研究」

　7．藤原賞の授与

　山元理事長から次の会員に賞状，賞牌，賞金が授与さ

れた．

　o村上多喜雄会員（ハワイ大学）

　　　「モンスーンの研究及びその発展に尽した功績」

　8・昭和60年度事業報告

　田宮庶務担当理事が，概要次のとおり報告した．

　（1〉機関誌等の刊行

　　ア．天　気32巻4号～33巻3号，12冊657頁
　　　　　　　　　（32巻1号～12号，12冊681頁）

　　イ．気象集誌　63巻2号～64巻1号，6冊1，200頁

　　　　　　　　　（63巻1号～6号，6冊1，184頁）

　　ウ．気…象研究ノート　152号（125頁）

　（2）会　議

　　ア．総　会

　　　　昭和60年5月23日　気象庁

　　　　出席者：143名，委任状：746名，計：889名

　　　　昭和59年度事業報告・決算，昭和60年度事業計

　　　画・予算等が承認された．

　　イ．理事会第23期第3回～第4回計2回
　ウ．常任理事会　第23期　第8回～第17回　計10回

　工．評議員会　第23期　第2回

（3）講演会および研究会

　ア．春季大会　昭和60年5月22日～24日
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　　　　　　　　東京：気象庁

　　　　　　　　（担当：東京管区気象台）

　イ．秋季大会　昭和60年10月29日～31日

　　、　　　　　大阪：科学技術センター

　　　　　　　　（担当：関西支部）

　ウ．月例会等

　　ω　南極圏の気象（第3回）　昭和60年5月21日

　　（イ）第29回山の気象シンポジウム

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年6月15日

　　（ウ）南極圏の気象（第4回）　昭和60年10月28日

　　＠　レーダー気象　　　　　　昭和60年12月6日

　　㈹　長期予報と大気大循環　　昭和61年2月25日

　工．他学会との共催等

　　（ア）第22回理工学における同位元素研究発表会

　　　　　　　　　　　　　昭和60年7月1日～2日

　　（イ）第3回エァ・ゾル科学・技術研究討論会

　　　　　　　　　　　　　昭和60年8月22日～24日

　　（ウ）極東域におけるモンスーンに関する国際研究

　　　　集会　　　　　　　昭和60年11月5日～8日

　　＠　第32回風に関するシンポジウム

　　　　　　　　　　　　　昭和61年1月24日

（4）研究業績の表彰および研究の奨励

　ア．研究業績の表彰

　　（ア）　日本気象学会賞

　　　　　　木田秀次会員

　　　　　　宮原三郎会員

　　σ）藤原賞

　　　　　　岸保勘三郎会員

　　（ウ）山本賞

　　　　　　山内　恭会員（1983年分）

　　　　　　高橋正明会員（1984年分）

　　　　山本賞（気象学会の部）受賞者選定規定の改

　　　正に伴い本年度は2名受賞

　イ．奨励金受領者

　　　　　　中田隆一会員

　　　　　　水野　量会員

　　　　　　名越利幸会員

（5）支部活動

　ア．北海道支部

　　（ア）昭和60年度第1回支部研究発表会（札幌）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年6月10日

　　“）北海道支部地方講演会（旭川）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年11月2日

、天気”33．8．



昭和61年度日本気象学会総会議事録

　　（ウ）昭和60年度第2回支部研究発表会（札幌）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年11月29日

　イ．東北支部

　　ω　昭和60年度東北支部地方講演会（青森）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年10月16日

　　“）昭和60年度東北支部講演会（仙台）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年10月25日

　　（ウ）昭和60年度東北支部地方講演会（福島）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年1月24日

　ウ．中部支部

　　　　第3回中部支部研究会（名古屋）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年11月29日

　工．関西支部

　　0う　関西支部年会（講演会）　（大阪）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年5月29日

　　（イ）例　　　　会（講演会）　（広島）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年11月7日

　　（ウ）例　　　　会（講演会）　（神戸）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年1月31日

　　＠　例　　　　会（講演会）　（京都）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年2月28日

　オ．九州支部

　　　　昭和60年度九州支部講演会（福岡）

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年2月7日

　力．沖縄支部

　　　　沖縄管内気象研究会（那覇）

　　　　　　　　　　　　　昭和61年2月27日～28日

（6）普及活動

　ア．第19回夏季大学

　　　昭和60年7月30日～8月2日　気象庁

　イ．関西支部第7回夏季大学

　　　昭和60年7月31日～8月2日

　　　大阪府労働センター

　ウ．北海道支部第3回夏季講座

　　　昭和60年8月1日～8月2日

　　　札幌青少年科学館

（7）　国際学術交流

　ア．中国気象学会代表団の訪日

　　　章基嘉団長以下5名の代表団が，昭和60年10月

　　17日～31日来日し，札幌，東京，筑波，名古屋，

　　京都を訪問するとともに，大阪での秋季大会に参

　　加し，交流を深めた．

　イ．IAMAP（1985）総会参加補助

1986年8月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　399

　　　　昭和60年8月ハワイで開催されたこの会議に参

　　　加した4名の会員に，補助を行った．

　（8）　日本学術会議会員

　　　本学会から届け出た沢田龍吉会員が，第13期日本

　　学術会議会員として推薦され任命された．

　　　なお，日本学術会議法の改正に伴い，会員の候補

　　者の選定及び推薦人の指名方法について検討したと

　　ころ，定款の改正は必要ないとの結論が得られた．

　　しかしながら選定・指名の手続きの詳細について

　　は，次年度以降引き続き検討を行うこととした．

　（9）事務の機械化

　　　事務体制の強化のため，パーソナルコンピュータ

　　（PC－9801VM4等）及びソフトウェアを整備した．

　（1①　その他

　　　昭和60年11月3日，和達清夫名誉会員が文化勲章

　　を受章されたことに対し，評議員会メンバーによ

　　り，受章祝賀会を開催する等，学会としての祝意を

　　表した．

　9．昭和60年度会計決算報告

　土屋会計担当理事から資料にもとづき収支計算書，貸

借対照表，財産目録について報告があった．

　10．昭和60年度監査報告

　丸山監事が昭和61年4月18日，監査を実施した結果に

ついて，資料にもとづき報告があった．

　議長が事業報告，会計決算報告，監査報告の3件につ

き，承認を求めたところ多数により承認された．

　11．昭和61年度事業計画（案）の審議

　田宮庶務担当理事から概要次のとおり説明があった．

　（1）機関誌の刊行、

　　ア．天　　気　33巻4号～34巻3号（24頁増）

　　イ．気象集誌　64巻2号～65巻1号（36頁増）

　　ウ．気象研究ノート　153号～156号

　　　　天気，気象集誌は内容の充実に努める．

　（2）講演会および研究会

　　ア．春季大会　昭和61年5月21日～23日

　　　　　　　　　東京：気象庁

　　　　　　　　　（担当：東京地区大学）

　　イ．秋季大会　昭和61年11月5日～7日

　　　　　　　　　名古屋：愛知厚生年金会館

　　　　　　　　　（担当：中部支部）

　　ウ．月例会等　例年どおり

　（3）普及活動

　　ア．第20回夏季大会　昭和61年7月28日～7月31日
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　　　　　　　　　　　　気象庁

　　イ．関西支部第8回夏季大学

　　　　　　　　　　　　昭和61年7月28日～7月30日

　　　　　　　　　　　　大阪府立労働センター

　　ウ．北海道支部第4回夏季大学

　　　　　　　　　　　　昭和61年7月31日～8月1日

　　　　　　　　　　　　札幌市青少年科学館

　（4）国際学術交流

　　ア．インド長期予報百年記念セミナー

　　　　学会が後援する．キーノートスピーカー2名を

　　　派遣することにし，補助を行う．

　　イ．短期・中期数値予報国際シンポジウム（WMO／

　　　　IUGG主催）

　　　　このシンポジウムを後援するととに，気象集誌

　　　特別号としてプ・シーディソグス発行の準備をす

　　　る．

　　ウ．国際学術研究集会

　　　　国際学術研究集会に．出席する会員に補助を行

　　　う．

　　エ．募　金

　　　　事業および基金を充実するため，会員および団

　　　体からの募金を行う．

　（5）名誉会員の推薦

　（6）事務機械化に伴う整備

　　　昭和60年度導入した機器による事務体制の強化の

　　ため，ソフトウェア及びデータの整備に努める．

　（7）学術用語集の出版

　（8）第24期役員選挙

　12．昭和61年度予算（案）の審議

　土屋担当理事から資料にもとづき，概要次のとおり説

明があった．

　（1）収入の部の通常会員の会費は前年度に引き続き会

　　員減によって若干減っている．その他の会員から徴

　　収する会費と合計すると109万円程度前年度より増

　　えている．

　　　事業収入については予稿集の値上げによる増加以

　　外は前年度並である．

　　　雑収入については別刷代，投稿料，広告料の値上

　　げにより190万円程度より増えている．

　（2）支出の部の管理費についてはほぽ前年度並であ

　　る．

　　　事業支出は336万円の増となっているが，これは

　　会議費（数値予報シンポジウム），天気，気象集誌
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　　の内容充実が主なものである．

　議長から昭和61年度事業計画案，予算案の2件につい

て質問意見等の発言を求めた．

　質問：気象研究ノートの原稿料は出しているか．

　回答：原稿料は充分とは言えないが考慮されている．

　質問：充分に原稿料を出せば原稿が多く集まるのでは

　　　　ないか．会員はたくさん出版されることを希望

　　　　している．

　回答：前年度はいろいろな事情で1冊の出版にとどま

　　　　ったことは残念である．今年度は希望に沿うよ

　　　　う努力したい．

　議長から昭和61年度事業計画案，予算案の2件につき

承認を求めたところ，多数により承認された．

　13．名誉会員の推薦

　山元理事長から提案理由が説明された．

　（1）吉武素二会員を名誉会員に推薦する件

　　　提案理由：本学会機関誌に優れた論文を寄稿し，

　　　　気象学，特に気象観測法や気象力学の発展に寄

　　　　与した．

　　　　　本学会役員として長期にわたり（理事通算12

　　　　年，評議員6年）本学会の維持・発展，特に学

　　　　会の事務体制の確立に努めた．気象庁職員とし

　　　　て，気象事業の発展ならびに気象技術の向上に

　　　　貢献した．

　　　　　これらの功績を高く評価し，本学会定款第6

　　　　条第5項を適用して，名誉会員に推薦する．

　（2）高橋浩一郎会員を名誉会員に推薦する件

　　　提案理由：本学会機関誌に優れた論文を寄稿し，

　　　　気象学，特に長期予報の研究の発展に寄与し

　　　　た．

　　　　　本学会役員として長期にわたり（理事通算22

　　　　年，監事10年，評議員14年）本学会の維持・発

　　　　展に努めた．

　　　　　気象庁職員として，気象事業の発展ならびに

　　　　気象技術の向上に貢献した．

　　　　　これらの功績を高く評価し，本学会定款第6

　　　　条第5項を適用して，名誉会員に推薦する．

　（3）磯野謙治会員を名誉会員に推薦する件

　　　提案理由：本学会機関誌に優れた論文を寄稿し，

　　　　気象学，特に雲物理学の発展に寄与した．

　　　　　本学会役員として長期にわたり（理事通算14

　　　　年，理事長4年，評議員6年）本学会の維持・

　　　　発展に．努めた．

、天気”33．8．
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　　　名古屋大学教授として，永年にわたり気象学

　　の発展に貢献した．

　　　これらの功績を高く評価し，本学会定款第6

　　条第5項を適用して，名誉会員に推薦する．

一括採決の結果，賛成多数で推薦することが議決

された．

　14．議長解任

　議長より，会員の協力により無事議長の務めを果すこ

とができたことに謝意を表す，との議長解任の挨拶があ

った．

　15．閉会の辞

　以上をもって昭和61年度社団法人日本気象学会総会が

終了した．

気象研究ノート

ー気象教育特集一

第153号

（1986年3月）

河村武　　伊藤久雄

吉野清　　浦野　弘

原嶋宏昌　　玉木　孚
ン
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H．学校教育の中での気象の扱い

皿．小学校における気象の教材教具

W．中学校における気象の教材教具

V．学校における気象観測

V［．NHK学校放送番組におけるr気象関連番組について」

W．WMOの気象教育
孤．気象教育に役立つ文献資料

配布価格

通常会員　1，200円　定期購読会員　890円　団体会員　1，550円　会員外　1，800円

第Il輯

日本気象学会誌　気象集誌

第64巻第3号1986年6月
野田　彰：　波の振幅について2次のフラックスと群速度の間に成り立つ一般的関係

高藪　出：　偏西風ジェットに伴い発達する低気圧の前線形成と閉塞における移流の役割

時岡達志・鬼頭昭雄・片山　昭：　エルニーニョ完熟期の海面水温異常に対する大気の応答：

　　　　　　1月の状態での数値実験

川村隆一：　北太平洋における大気一海洋相互作用の季節依存性

新田　勅：　西部太平洋雲量の長期変動

Sanga・Ngoie　KAzADI：　熱帯大規模場に関する解析的研究．1．風・高度・温度場の統計解析

二宮洗三・村木彦磨：　1979年梅雨期東アジアの大規模場の特徴

戸矢時義・木村富士男・村山信彦：　複雑地形上での局地風による汚染質の中距離輸送の航空機観測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要報と質疑

丁・A・SHARIF，P・S・SEHRA　and　A．K．NAsHNosH：　衛星観測により明らかにされた夏のモンスーソ

　　　　　　と上部対流圏，成層圏領域との相互作用
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昭和60年度 財産目録
　　（昭和61．3．31現在）

社団法人

理事長

日本気象学会

山　元　龍三郎

資　産総額
　1．基　本　財 産　（基本金、基金）

　　不　　動　　産

　　動　　　　産

45，126，261円

17，150，000円

　　　　　　0円

17，150，000円

種　　　類 預　　　入　　　先 金　額（円） 現在高（円） 備　　　　考

貸付信託 住友信託銀行（日比谷支店） 9，650，000 9，650，000 基　本　金

〃 〃 3，000，000 3，000，000 山本賞基金

〃 〃 500，000 500，000 藤原賞基金

〃 三井信託銀行（本　　　店） 1，000，000 1，000，000 〃

公社債信託 野村証券KK（銀座支店） 3，000，000 3，000，000 国際学術交流基金

計 17，150，000 17，150，000

2．積 立 金 1，700，000円

種　　　類 預　　　入　　　先一 金　額（円） 現在高（円） 備　　　　考

金銭信託 住友銀行（日比谷支店） 600，000 600，000 退職給与積立金

公社債信託 野村証券KK（銀座支店） 1，100，000 1，100，000 総会費用積立金

計
、

1，700，000 1，700，000

3．運　用　財　産 22，610，321円

種　　　類 預　　　入　　　先 金　額（円） 現在高（円） 備　　　　考

普通預金 第一勧業銀行大手町支店 2，259，222 2，259，222

郵便振替貯金 東　京　中　央　郵便　局 220，616 220，6f6

公社債信託 野村証券KK（銀座支店） 2‘000，000 2，000，000

〃 日興証券KK（新丸ビル支店） 18，000，000 18，000，000

現　　　　金 手　　　許　　　保　　　管 130，483 130，483

計 22，610，321 22，610，321

4．什　器　備　品
5．期　末在　庫

1，979，631円
1，686，309円

52 悪天気”33．8．



1986年8月

社団法人日本気象学会　監査報告書

　社団法人日本気象学会の財産及び業務執行の状況を、次のとおり監査したので

報告する。

1。監査月日　昭和61年4月18日
2・監査場所　東京都千代田区大手町1－3－4気象庁内

　　　　　　　　　　　社団法人日本気象学会事務局

3．監　査　帳　簿

　（1）昭和60年度収支計算書、貸借対照表　　（8）領　収　証　綴

　（2）財　産　目　録　　　　　　　　　　　　（9）預金証書及び普通預金通帳

　（3）総勘定元帳　　　　　　　　　　　　⑬　郵便振替受払通知票綴

　（4）現金出納帳　　　　　　　　　　　　⑳　国庫金送金通知書綴

　（5）預金出納帳　　　　　　　　⑫現金書留受領簿

　（6）備品台帳　　　　　　⑬小切手帳及び振出帳簿
　（7）物品出納帳（物品在庫調書を含む。）　　αφ　昭和60年度事業報告書

4　監　査　内　容

　（1）昭和60年度収支計算書及び貸借対照表について、その経理状況を監査す

　　るとともに、財政状況を調べた。

　（2）上記の帳簿類について、照合を行うとともに、出納状況及び記載事項の監

　　査を実施した。

　（3）学会の運営状況について、聴取し、意見を述べた。

5．監　査　意　見

　監査の結果、昭和60年4月1日から昭和61年3月31日までの会計年度の

収支決算書は正しいと認める。会計帳簿を照合したところ、その記帳は正確であ

　り、整理もよくなされている。会費収入状況は良好であり、その前納率は98％

　を超えている。財政は一応安定しているが、経費の節約につとめるなど、役員並

　びに事務局員の労を多とする。

　　事業はほぼ計画どおりに遂行されている。この中で気象研究ノートの発行は計

　画を大きく下まわった。発行体制の強化が求められる。国際学術交流事業は貴重

　な成果をあげているが、今後財源獲得の努力が求められる。日本学術会議法改正

に伴う法的体系の整備は理事会において検討されているが、早期に提案されるこ

　とが求められる。事務体制強化のため新たに機器が購入されたが、効率的運用を

行う体制が求められる。『

　　会員各位の努力により、会員数は微減にとどめたが、ひきつづき会員増加のた

　めの方策が必要である。

昭和61年4月18日

監　事　　丸　山　健　人　　㊥

監　事　　山　田　文　雄　　㊥

409
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収入　の　部

昭和61年度予算書（案）
　　　　　　　　　　　　社団法人日本気象学会

　　　　　（昭和61年4月1日～昭和62年3月31日）

勘　　　定　　　科　　　目

大科目 中　科　目 小　科　目

予　算　額

　（千円）

前年度予算額

　（千円）

増　　　減

　（千円）
備　　　　考

会費収入 35，297 34，205 1，092

通　常　会　員
会　費　収　入

個　人　会　員
会　費　収　入 5，900 5，932 △　32

2／1現3，493人
62／1～3月の分

団　体　会　員
△　　　収　入

団　体　会　員
会　費　収　入 4，946 4，946 0 2　1現512ケ所61

外国人会員
会　費　収　入

　国個人会員
会　費　収　入 189 233 △　44

2／1現73人
62／1～3月の分

　国団体会員
会　費　収　入 173 234 △　61 2　1現47嬬62／1～3月の分

賛　助　会　員
△　　　　　入

　　　会　員
ム　　　　　入

2，830 2，770 60 46団体

前期前受金 堕期繰越削　受　会　費 21，259 20，090 1，169 61／4～61／12の分

事業収入 15，051 13，804 1，247

気象研究ノート

　　　　　入
気象研究ノート

　　　　　入
7，300 7，30Q 0

予稿集収入 予稿集収入 3，920 2，650 1，270

初任者研修 初任者研修 877 900 △　23

書店扱収入 書店扱収入 2，570 2，570 0
ぺ一パーズ収入 ペーバーズ収入 384 384 0

補助金
収　　入

文部省補助金
　　　　　入

科学研究費
収　　　　　入 3，710 3，710 0

雑収入 12，429 10，500 1，929

受　取　利　息 受　取　利　息 700 500 200
別　　　　　刷 別　　　　　刷 3，136 3，000 136

投　　稿　　料 投　　稿　　料 5，181 4，300 881

広　　告　　料 広　　告　　料 2，912 2，200 712
そ　　の　　他 そ　　の　　他 500 500 0

基本財産
収　　入

基本財産収入 預　金　収　入 1，000 1，000 0

積立預金
総会費用引当金
積立預金四

総会費用引当金
積虹　取崩収入 1，000 0 1，000

取崩収入 退職給与引当金
積立預金取崩収入

退職給与引当金
積立預金取崩収入 0 0 0

収　　　　　入　　　　　計 68，487 63，219 5，268

当
繰 越金

前　　受　　金 前　受　会　費 18，785 19，232 △　447
62／4～62／12
の分

目1」

口　　金

繰越収支差額 繰越収支差額 1，351 1，062 289

合　　　　　　　　　　　計 88，623 83，513 5，110

54 、天気”33．8．
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支出の部
勘　　　定　　　科　　　目

大科目 中　科　目 小　科　目

予　算　額

　（干円）

前年度予算額

　（千円）

増　　　減

　（千円）

備　　　　考

管理費 16，156 15，080 1，076

給　料　手　当 給　料　手　当 5，873 5，200 673

退職給与引当金
繰　　入　　額

退職給与引当金
繰　　入　　額 300 300 0

退　　職　　金 退　　職　　金 0 0 0

福利厚生費 福利厚生費 400 400 0

会　　議　　費 会　　議　　費 1，150 995 155
数値予報シンポジ
ューム共催関係

旅費交通費 旅費交通費 380 380 0

通信運搬費 通信運搬費 1，650 1，600 50

什器備品費 什器備品費 233 200 33

消　耗　品　費 消　耗　品　費 300 200 100

印刷製本費 印刷製本費 570 150 420
24期選挙関係費
を含む

光熱　水　料 光　熱　水　料 230 230 0

賃　　借　　料 賃　　借　　料 400 400 0

租　税　公　課 租　税　公　課 400 400 0

雑　　　　費 雑　　　　費 900 900 0

支部交付金 支部交付金 2，520 2，420 100
関西、北海道支部
夏季大の分を含む

諸　　謝　　金 諸　　謝　　金 100 55 45

総会費用引当
準　　備　　金

総会費用引当
準　　備　　金 0 500 △500

事務機械化
引当準備金

事務機械化
引当準備金 750 750 0 2年度2年分

1986年8月 55
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勘　　　定　　　科　　　目

大科目 中　科　目 小　科　目

予　算　額

　（干円）

前年度予算額

　（千円）

増　　　減

　（柵）
備　　　考

事業費 47，886 44，526 3，360

図書購入費 図書購入費 392 300 92
耳員への図

臨時雇賃金 臨時雇賃金 288 288 0
会　　議　　費 会　　議　　費 2，050 1，050 1，000 塑矯粛ポジ

旅費交通費 旅費交通費 189 189 0
天　　　　　気 19，723 18，599 1，124 24頁増年792頁口絵の充実

印刷製本費 14，680 13，556 1，124

編　　集　　費 2，026 2，026 0
通信運搬費 3，017 3，017 0

気　象　集　誌 14，749 13，834 915
36頁増年1，000
頁の分プロシーデン
グスの編集費を含む

印刷製本費 11，990 11，390 600
編　　集　　費 1，802 1，505 297
通信運搬費 957 939 18

気象研究ノート 6，819 6，819 0
印刷製本費 5，487 5，487 0
編　　集　　費 716 716 0
通信運搬費 616 616 0

予　　稿　　費 2，049 1，745 304
印刷製本費 1，760 1，456 304
通信運搬費 289 289 0

初任者研修 637 637 0
印刷製本費 500 500 0
編　　集　　費 137 137 0

負　　担　　金 負　　担　　金 80 55 25
雑　　　　　費 雑　　　　費 300 300 0
学　　会　　賞 学　　会　　賞 200 200 0
藤　　原　　賞 藤　　原　　賞 100 100 0
山　　本　　賞 山　　本　　賞 100 200 △　100
奨　　励　　金 奨　　励　　賞 210 210 0

国、学術
ホ　’し

国際学術交流費 国際学術交流費 1，600 1，000 600
予備費

予　　備　　費 予　　備　　費 1，500 1，500 0
プロシーデングス
編集費補てんを含む

支　　　　　出　　　　計 67，142 62，106 5，036

次　　期
口　金

21，481 21，407 74
前　　受　　金 前受　会　費 20，285 20，232 53
、
収
　 支　差　額

次　期
収　支　差　額 1，196 1，175 21

合　　　　　　　　　　　計 88，623 83，513 5，110

56
、天気”33．8．


